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に
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っ
て

　
「
ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
ラ（
命
ど
ぅ
宝
）」
と
い
う
言
葉
を
、
伊
江
島
で
島
ぐ
る
み
反
基

地
闘
争
を
生
涯
通
し
て
貫
徹
し
た
阿
波
根
昌
鴻
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
。
阿
波
根
さ
ん

は
岩
波
新
書
を
二
冊
出
し
て
い
る
。『
米
軍
と
農
民
』（
一
九
七
三
年
）が
有
名
だ
が
、

『
命
こ
そ
宝　

沖
縄
反
戦
の
心
』（
一
九
九
二
年
）は
ま
さ
に
反
戦
運
動
の
集
大
成
と

言
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
中
で
、
戦
後
は
米
軍
と
闘
っ
た
が
、
復
帰
後
は
米
軍
と
自

衛
隊
と
も
闘
っ
た
と
い
う
述
懐
が
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
心
に
突
き
刺
さ
る
。
学

生
の
こ
ろ
、
東
京
の
集
会
で
、
復
帰
運
動
を
本
土
で
支
援
し
て
き
た
中
野
好
夫
氏

の
講
演
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
核
抜
き
・
基
地
抜
き
復
帰
を
目
指
し
て
き
た

が
、
力
足
ら
ず
基
地
撤
去
は
不
可
能
と
な
り
、
核
兵
器
の
存
在
も
疑
惑
付
き
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
平
和
憲
法
の
下
へ
の
復
帰
と
は
名
ば
か
り
に
な
る
、
と
中
野
氏

は
悲
憤
慷
慨
し
た
。
そ
こ
で
、
復
帰
に
単
純
に
賛
成
し
て
よ
い
の
か
と
反
語
的
発

言
を
し
た
。
在
日
米
軍
基
地
・
施
設
の
七
割
が
沖
縄
本
島
に
集
中
し
て
い
る
状
況

は
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
普
天
間
基
地
の
返
還
と
引
き
換
え

に
辺
野
古
に
新
基
地
建
設
が
す
す
め
ら
れ
、
ヤ
ン
バ
ル
の
原
野
に
ヘ
リ
パ
ッ
ド
が

つ
く
ら
れ
た
。

 

★

　

一
九
九
五
年
九
月
、
北
京
で
開
か
れ
た
世
界
女
性
会
議
か
ら
帰
国
し
た
女
性
た

ち
は
、
一
〇
歳
の
小
学
生
が
米
軍
兵
士
三
名
に
暴
行
さ
れ
た
事
件
を
知
り
、
直
ち

に
大
規
模
な
抗
議
運
動
を
開
始
し
た
。
九
月
二
一
日
は
県
民
総
決
起
集
会
が
開
催

さ
れ
、
八
万
五
〇
〇
〇
人
が
結
集
し
た
。
そ
の
後
、
加
藤
文
也
弁
護
士
の
呼
び
か

け
で
、
法
律
家
調
査
団
が
沖
縄
に
向
か
い
、
私
も
参
加
し
た
。
そ
の
感
触
を
踏

ま
え
て
、
一
二
月
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
国
際
民
主
法
律
家
協
会（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）の
執

行
部
会
議
で
、
法
律
家
国
際
調
査
団
の
派
遣
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
副
会
長
の
レ

ノ
ッ
ク
ス
・
ハ
イ
ン
ズ
弁
護
士（
米
）が
団
長
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
翌
年
二
月

に
横
田
基
地
の
視
察
後
、
沖
縄
に
向
か
い
、
太
田
昌
秀
知
事
や
米
四
軍
司
令
官
と

も
意
見
交
換
を
し
た
。
嘉
数
台
地
か
ら
普
天
間
基
地
を
望
む
と
、
米
軍
憲
兵
隊
が

や
っ
て
き
て
「
尋
問
」
を
受
け
た
。
あ
ち
ら
は
こ
ち
ら
を
「
監
視
」
し
て
い
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
調
査
報
告
書
が
完
成
す
る
と
、
四
月
に
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開
か
れ

た
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
大
会
で
報
告
し
て
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
さ
ら
に
九
月
に
は
、
沖

縄
・
横
田
訪
米
要
請
団
が
組
織
さ
れ
、
日
民
協
理
事
長
も
務
め
た
榎
本
信
行
弁
護

士
が
団
長
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
連
邦
議
会
・

国
務
省
・
国
防
総
省
を
訪
れ
、
報
告
書
を
手
渡
し
、
米
軍
基
地
の
撤
去
・
削
減
を

要
請
し
た
。
実
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
一
九
六
九
年
に
も
、
森
川
金
寿
弁
護
士
の

提
案
で
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
国
際
調
査
団
は
沖
縄
に
来
て
い
る
が
、
団
長
の
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
事
務

局
長
ジ
ョ
エ
・
ノ
ル
ド
マ
ン
弁
護
士（
仏
）は
、
森
川
氏
と
同
様
、
米
民
政
府
か
ら

入
域
を
拒
否
さ
れ
た
。

　

一
九
九
七
年
五
月
に
再
び
沖
縄
調
査
を
実
施
し
、
六
月
に
第
二
次
訪
米
要
請
団

が
実
施
さ
れ
た
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
で
は
、「
沖
縄
に
関
す
る
特
別
委
員
会（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）」

で
活
躍
し
た
サ
コ
タ
中
佐
が
、
そ
の
成
果
を
自
賛
し
、
日
米
安
保
条
約
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
当
然
の
よ
う
に
語
り
だ
し
た
。
日
米
の
議
会
で
ま
だ
正
式
の
討
議
も

な
い
の
に
、
安
保
条
約
の
地
理
的
限
定
を
外
す
こ
と
を
米
軍
当
局
者
が
公
然
と
話

し
た
の
で
、
会
談
は
紛
糾
し
た
。

　

一
九
九
八
年
一
〇
月
、
第
三
次
訪
米
要
請
団
は
、
在
米
沖
縄
県
人
会
の
支
援
を

沖
縄
復
帰
五
〇
年
と
憲
法

│
│
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
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得
て
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
か
ら
国
連
本
部
前
ま
で
、
五
番
街
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

エ
イ
サ
ー
の
踊
り
と
鐘
や
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
反
応
し
て
、「
ノ
ー
モ
ア
・

ミ
リ
タ
リ
ー
・
ベ
ー
ス
」
の
ビ
ラ（flyer

）を
受
け
取
り
、
手
を
振
り
拍
手
を
す
る

通
行
人
も
多
く
い
た
。
こ
の
企
画
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
司
法
長
官
で
あ
っ
た

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
氏
と
ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
サ
ラ
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
さ

ん
の
支
援
で
実
現
し
た
。
ま
た
、
世
界
法
廷
運
動
を
提
唱
し
て
、
核
兵
器
が
国
際

法
に
違
反
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見（
一
九

九
六
年
）を
実
現
し
た
「
核
政
策
に
関
す
る
法
律
家
委
員
会
」
の
ピ
ー
タ
ー
・
ワ
イ

ス
弁
護
士
に
も
、
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
て
も
ら
っ
た
。

 
★　

★

　

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
が
す
ぎ
、
沖
縄
復
帰
五
〇
年
を
迎
え
た
。
沖
縄
は
、
小
林

武
教
授
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
と
日
米
安
保
条
約
と
の
矛
盾
と
せ
め
ぎ
合

い
の
最
前
線
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ
、
小
林
教
授
の
名
著
『
沖
縄
憲
法
史
考
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
二
〇
年
）に
も
そ
の
一
端
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
初
学
者

向
け
に
『
沖
縄
が
問
う
平
和
的
生
存
権
』（
学
習
の
友
社
、
二
〇
二
〇
年
）を
お
勧
め

し
た
い
。
こ
れ
に
は
、
小
林
教
授
と
沖
縄
と
の
意
外
な
つ
な
が
り
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
が
一
九
五
九
年
六
月
三
〇
日
に
起
こ
っ
た
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。

嘉
手
納
基
地
を
離
陸
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
脱
出
し
た
後
、
無
人
の
戦
闘
機
が
宮
森
小
学
校
に
墜
落
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
は
助
か
っ
た
が
、
小
学
生
一
二
名
を
含
む
一
八
名
が
死
亡
し
、
小
学
生
一
五
五

名
を
含
む
二
〇
九
名
が
負
傷
し
た
。
こ
れ
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
の
が
大
学
で
憲

法
を
学
び
始
め
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
不
条
理
な
現
実
は
、
空
間

的
に
は
遠
く
離
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
感
性
豊
か
な
青
年
の
進
路
を
決

定
す
る
よ
う
な
重
み
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の「
感
性
」が
ま
さ
に
、
沖
縄
へ

の
移
住
を
決
意
さ
せ
、
毎
日
の
よ
う
に
普
天
間
基
地
の
騒
音
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、

全
身
を
奮
い
立
た
せ
、
確
か
な
平
和
と
生
活
を
求
め
る
論
考
を
生
み
出
し
た
。

　

同
じ
熱
い
思
い
と
冷
徹
な
論
理
は
、
こ
の
特
集
の
ほ
か
の
論
考
に
も
色
濃
く

表
れ
て
い
る
。
今
や
、
安
全
保
障
に
関
し
ロ
シ
ア（
北
）の
脅
威
で
は
な
く
、
中
国

（
西
南
）の
脅
威
が
注
視
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
第
一
人
者
・
井
上
正
信
弁

護
士
は
、
安
倍
第
二
次
内
閣
の
「
解
釈
改
憲
」
に
よ
っ
て
緩
め
ら
れ
た
憲
法
の
縛

り
も
踏
み
越
え
て
、
大
き
く
右
旋
回
す
る
現
状
を
鋭
く
批
判
す
る
。
ま
た
、
新

垣
勉
弁
護
士
は
、
日
米
地
位
協
定
の
構
造
的
な
問
題
点
が
表
れ
て
い
る
「
Ｓ
Ａ
Ｃ

Ｏ
見
舞
金
」
支
給
制
度
の
矛
盾
と
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

政
府
の
誤
っ
た
政
策
判
断
と
手
続
違
反
を
容
認
す
る
こ
と
が
、
重
要
訴
訟
事
件

で
は
顕
著
に
な
る
。
裁
判
所
は
こ
う
し
て
「
人
権
の
砦
」
な
ら
ぬ
「
政
権
の
番
犬
」

と
も
酷
評
さ
れ
る
。
赤
嶺
朝
子
弁
護
士
の
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
・
住
民
の
抗
告

訴
訟
の
経
過
│
│
原
告
適
格
を
否
定
す
る
不
当
判
決
」
は
、
住
民
の
抗
告
訴
訟
に

し
ぼ
っ
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
が
、
司
法
に
よ
る
救
済
を
あ
き
ら
め
な
い
住
民
の
不

屈
の
闘
い
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
問
題
を
「
い
の
ち
の
地
域
思

想（
民
衆
知
）」
の
視
点
か
ら
掘
り
下
げ
た
の
が
、
徳
田
博
人
教
授
の
「
沖
縄
の
民

意
と
地
方
自
治
│
│
い
の
ち
の
地
域
思
想
と
平
和
の
創
造
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
含

意
さ
れ
て
い
る
「
地
域
」
と
は
、
も
と
も
と
祖
先
を
同
じ
く
す
る
地
域
共
同
体
を

意
味
し
た
が
、
と
り
わ
け
基
地
建
設
と
の
関
係
で
は
、
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
の
不

保
持
を
確
約
し
た
憲
法
の
「
誓
い
」
と
も
か
か
わ
り
、
憲
法
前
文
の
「
平
和
を
維

持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め

て
ゐ
る
国
際
社
会
」
と
い
う
世
界
観
に
連
な
る
。

　

ま
と
め
て
の
紹
介
に
な
る
が
、
沖
縄
復
帰
の
原
点
を
確
認
し
て（
布
施
祐
仁
氏
）、

現
代
に
お
け
る
市
民
的
抵
抗
の
原
点
を
当
事
者
が
語
り（
元
山
仁
士
郎
氏
）、
北
海

道
・
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
横
の
連
帯
を
描
く
「
行
動
す
る
憲
法

学
」
の
実
践
記
を
掲
げ
た（
清
末
愛
砂
教
授
）が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
実

践
報
告
で
あ
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
通
底
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
日
本
社
会
は
、（
大
日
本
帝
国
時
代
の
）「
疑
似
家
族
的
な
集
団
主
義
」
か
ら
解

放
さ
れ
て
、（
世
界
人
権
宣
言
の
）「
人
間
の
尊
厳
」
に
連
な
る（
日
本
国
憲
法
に
い
う
）

「
個
人
の
尊
重
」
と
「
幸
福
追
求
権
」「
両
性
の
平
等
」「
生
存
権
」「
集
会
・
表
現
の
自

由
」
な
ど
の
人
権
保
障
の
下
で
、
国
民
の
「
不
断
の
努
力
」
の
賜
物
と
し
て
、
豊

か
な
平
和
と
確
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
よ
う
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
特
集
は
、
阿
波
根
昌
鴻
さ
ん
の
「
し
な
や
か
な
生
活
主
義
」
と
も
い
う
べ

き
「
命
ど
ぅ
宝
」
精
神
に
立
っ
て
、
沖
縄
復
帰
五
〇
年
と
憲
法
の
現
状
を
糺
す
よ

う
に
呼
び
掛
け
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
日
民
協
理
事
長
・
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
　
新
倉
　
修
）
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